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低周波用探触子（パッシブ・タイプ） 

 

 広帯域及び狭帯域の低周波用の探触子です。広帯域用探触子は弊社のステップ関数型

パルサーと組み合わせると数ＫＨzから共振周波数までの非常に広い帯域で使用可能です。 

振動子素材は低Ｑのセラミック系を主体にしていますが、感度優先の場合は１－３コン

ポット製も製造可能です。振動モードは通常の縦波の他、横波も可能です。 

 

技術仕様 
番号 項目 仕様 

０ 圧電素材 広帯域用セラミック、１－３コンポジット 

１ 波数 広帯域：弊社ステップ関数ﾊﾟﾙｻｰとの組み合わせて約半波の音圧生成。 

狭帯域：Ｑ１０程度 

２ 振動モード 標準は縦波、指定にて横波可能 

３ 共振周波数 １０ｋＨｚ～２ＭＨｚ（公称値） 

４ 振動子積層数 0.5MHz以上は通常単層、それ以下は最大２０層までの積層 

５ 振動子サイズ ５～１００ｍｍ 

６ フォーカス 通常平面、２５ｍｍＲ以上の曲率可能 

７ ダンパー 広帯域用は主にタングステン・ダンパー 

８ 保護膜 ＳＵＳ、真鍮又は溶融石英(直接接触用)、エポキシ(水浸用)等 

７ コネクター ＬＥＭＯ００（標準）、ＢＮＣ、マイクロドット、ＵＨＦ、又はｹｰﾌﾞﾙ 

９ 耐電圧 －１０００Ｖ以上 

１０ 連続使用環境 温度：０～５０℃ 

標準品仕様 
形式 型式 仕様/振動子、ケース、共振周波数、振動子径 

送信受信兼用 ISL-N05010A ｾﾗﾐｯｸ 次図参照 5MHz 10φ 

送信受信兼用 ISL-N02020A ｾﾗﾐｯｸ 次図参照 2MHz 20φ 

送信受信兼用 ISL-N00528A ｾﾗﾐｯｸ 次図参照 0.5MHz 28φ 

送信受信兼用 ISL-N00540A ｾﾗﾐｯｸ 次図参照 0.5MHz 40φ 

送信受信兼用 ISL-N00556A ｾﾗﾐｯｸ 次図参照 0.5MHz 56φ 

送信受信兼用 ISL-N00576A ｾﾗﾐｯｸ 次図参照 0.5MHz 76φ 

送信受信兼用 ISL-N00110A ｾﾗﾐｯｸ 次図参照 125kHz 10φ 

送信受信兼用 ISL-N00120A ｾﾗﾐｯｸ 次図参照 125kHz 20φ 

送信受信兼用 ISL-N00140A ｾﾗﾐｯｸ 次図参照 125kHz 40φ 

送信受信兼用 ISL-N000620A ｾﾗﾐｯｸ 次図参照 60kHz 20φ 

送信受信兼用 ISL-N000640A ｾﾗﾐｯｸ 次図参照 60kHz 40φ 
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